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宗門校として宗門校として

第１４号で第１条、第２９号で第２条を紹介しました。
今日は第３条です。
ここ三ヶ月の間に、私は題名に「歎異抄」が入っている書籍を７冊読みました。

梅原猛先生の現代語訳が、自分にはしっくりときたので、不定期に紹介させても
らうことにしたことは、すでに第１４号で書きました。

『悪人正機』については、親鸞聖人の一番大切な著書である『教行信証』でも、
明確にされていないことですが、まさにこのことが、親鸞聖人の本願他力の真髄
であると思います。
「そういう人といえども、自力の心を改めて」と、あります。
別の書籍にあった訳では、ここの部分は、
「そういう人も、我が身の善をたのむ驕慢な自力の心を改めて」
と書かれていました。
これから、しっかりと学びを深めていきたいと思っています。

本学園創設者 石原堅正先生の『心の学園』についての言葉です。

われわれは生きております。しかしよく考えてみると、実は生かされて生きてい
るのであります。たとえば、私は空気一吸、水一滴も自分で創造した覚えはあり

ません。しかるに、空気も水も、電気も太陽も、全力をあげて私を生かしてくれて
います。不思議と申すほかありません。何だかそこに感謝の念がわいてまいります。
今ここに、私が人間として生かされ、生きているという不思議さに感動できる心

をはぐくむのが、心の学園です。

３６年間、義務教育である中学校に勤務していた自分にとって、義務教育ではない高等学校の存在理
由とは何なのか、しかも公立ではない私学。昨年一年間、何度も自分自身を見失いそうになりました。
そしてそのたびに、この『心の学園』に助けを求めていました。
本校は、毎朝夕に『合掌、礼拝』があります。「今日一日、報恩感謝の心で過ごします」と唱えます。

『心の学園』として、深い学びのある中等部をめざします。
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